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 2016 年 5月、風土フォーラムが動き出しました。風土フォーラムは、軽井沢に関わる全ての人が共に将来

の軽井沢をつくる「風土自治」の実践の場として、「軽井沢グランドデザイン」で提案されている組織です。 

風土フォーラムの活動をお伝えしていきます。 

基本会議委員にお聞きします・・・ 

 

軽井沢２２世紀風土フォーラムには、その中心的組織として 15 名の委

員で構成する「基本会議」があります。２か月に1回のペースで公開会議

を行い、これからの軽井沢について様々な面から議論を交わしています。 

このコーナーでは、基本会議委員の方にインタビューし、委員の皆さん

の想いの一片をご紹介します。 

第３号は、風土フォーラムが発足してから２年間（１期目）の総まとめ

として横島庄治会長にお話を伺いました。 

■この２年間を振り返り率直な感想をお聞かせくだ
さい。 
 
しみじみ感じたことは、新しいことは難しいと

いうことです。グランドデザイン、22世紀風土フ
ォーラム、基本会議、日本のどこを探しても見当
たらない新しい試みであり、住民のみなさんには
馴染のない戸惑いの連続だったと思います。 
 

■基本会議の中で印象に残った出来事や意見があり
ましたらお聞かせください。 
 
女性委員からの提案で、子供に関連した「チー

ムみらいえ」を立ち上げたことは新しい挑戦でし
た。また、住民の方からいただいた提案では具体
的な提案が多く、事業者認定制度（仮称）を立ち
上げられたことが一番の成果でした。 
 

■風土フォーラムを進めて行くうえで苦労した点、
難しかった点等はありますか。 

 
各々の立場、考え方が千差万別で委員構成の面白

さもある反面、意見集約することは簡単ではありま
せんでした。風土フォーラム基本会議の 1期目とし
て、委員の皆さんから十分な意見が聞けたことは成
功だったと感じています。 

■基本会議２期目にはどのような展開を期待されます
か。アドバイスを含めてお願いします。 

 

２期目からは総論で議論し、各論を進めていくこと
で実行性のあるものに仕上げていただきたいもので
す。総論では熱気を帯びすぎて議論の空回りにならな
いよう気を付けていただきたいと思います。 
風土フォーラムそのものが新しい風土自治です。実

験論は終わり、実用論を進めていけるよう基本会議が
ぽつんと孤立しないことが大切です。町民の熱い視線
と高い理想の基で明確な役割が果たせるようにするた
めには、一体感をもった住民意識が何よりも必要で、
引き続き住民のみなさんのご支援を賜りたいもので
す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

発行日：平成 30年 3月 19日 

横島庄治会長 
 
元ＮＨＫ解説委員。
高崎経済大学教授を
経て、平成 24 年 4月
より軽井沢町都市デ
ザイン室の参与とし
て勤務。軽井沢 22 世
紀土フォーラム基本
会議 1 期目の会長を
務めている。 

基本会議の様子 



 

 森のささやき  
 

前号のこの欄で通り名の効用について触れた際ご紹

介した東京・巣鴨の「おばあちゃんの原宿」の裏話の

つづきです。 

縁日には一日１５万人ものシニア層でごった返すこ

の通りですが、とげぬき地蔵だけの力で客を呼んでい

る訳ではなく、その陰には軒を連ねる 200 のお店の知

恵と気遣いの巧みな作戦がひそんでいます。 

◆その１：トイレ解放作戦 

お客さんがお店のトイレを借りることはなかなか言

い出しにくいことですし、お店側も気がすすみません

が、シニア層にとって問題は深刻です。そこで商店街

振興会が立ち上がり、お店ごとに「トイレをお使いく

ださい」という張り紙をしたところ大好評となり今で

は地蔵通りの当り前となっています。 
 

ご不明な点や、ご意見がありましたら、ぜひ

風土フォーラム事務局までお寄せください。 

直売所 店 
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軽井沢 22世紀風土フォーラム事務局 

 

場 所：軽井沢町大字発地 2564-1 

軽井沢発地市庭内 

電話・FAX：0267-45-0121 

Ｅメール：22fuudo@town.karuizawa.nagano.jp 

Ｓ Ｎ Ｓ： 

 風土フォーラムがスタートしてから間もなく２年が
経過しようとしています。グランドデザインが目指す

風土自治の実現には、軽井沢に関係するいろいろな立

場の人々に関心を寄せていただくことが大切です。 

 そこで、一人でも多くの皆さんに風土フォーラムに

興味や関心を持っていただけるよう、「みんなで軽井沢

の未来のことを考えるワークショップ」と題して、フ

ァシリテーターに宮内順さん（元東海大学経営学部教

授）をお迎えし、ワールドカフェ方式で語り合うイベ

ントを昨年 11月（第 1回）と今年 1月（第 2 回）に

発地市庭のイベントスペースで、２月には首都圏在住

の別荘所有者の皆さんとの意見交換会を都内でも開催

し、お集まりいただいたそれぞれの立場の参加者に楽

しく語り合っていただきました。 

 第1回のワークショ

ップでは、「軽井沢の課

題は何か？」と「軽井

沢ブランドとは何

か？」について、第２

回目のワークショップ

では、「軽井沢の未来と

は何か？」と「（軽井沢

の）未来のためになす 

べきことは何か？」について考えていただくとともに、

別荘所有者の皆さんにも同様のテーマで意見交換して

いただきました。 

 軽井沢の未来についてのＳＷＯＴ分析から得られた

結果などについて、風土フォーラムでも参考とすると

ともに、住民の皆さんをはじめ、軽井沢に関係する多く

の方が軽井沢の将来について考えるきっかけになれば

と考えています。 

 

 

 

◆その２：店先のベンチ戦略 

トイレの後でもブラブラ歩きの途中でもと、店先に

ベンチを置いてひと休みしてもらうこの戦略も大受け

です。人の流れがゆるやかに変化し、おばあちゃんの原

宿に欠かせないサービスとして定着しています。 

◆その３：お茶をどうぞ！ 

折角ベンチに座って頂いたのだからお茶を一献とい

うおもてなしの原点にシニア層は大感激しました。お

店によっては、夏は冷たい麦茶を出すキメ細かい心遣

いもあり、巣鴨の名物になっています。 

この他、商品の売り込みより話し相手になろうとか、

呼びかけは「おばあちゃん」より「おかあさん」とか、

商品説明や値札は大きな文字でなど、キメ細かな気配

りがたくさんの巣鴨です。商店街の特性や商品の品揃

えが大きく異なる軽井沢ですが、早速にも取り入れた

いヒントもいくつかありそうです。 
 

 

 

ワークショップやりました！ 

第 1回ワークショップの様子 


